
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
で
国

内
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ハ

ン
フ
ァ
Ｑ
セ
ル
ズ
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
港
区
、
以
下
Ｑ
セ
ル

ズ
）
は
冷
凍
冷
蔵
設
備
を
持
つ

食
品
工
場
や
物
流
施
設
に
「
Ｐ

Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
」
を
提
案
し
て
い

る
。
国
の
補
助
金
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
太
陽
光
電
力
の

調
達
費
を
抑
え
る
仕
組
み
を
構

築
し
た
。
２
０
１
９
年
か
ら
始

動
し
た
ば
か
り
だ
が
、
企
業
の

導
入
実
績
は
２０
カ
所
に
上
る
。

住
宅
用
は
２
千
棟
を
超
え
る
。

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
（
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ

Ｐ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ

Ａ
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
」
は

電
力
販
売
契
約
と
言
わ
れ
、
小

売
電
気
事
業
者
が
需
要
家
（
企

業
）
の
工
場
や
倉
庫
の
屋
根
上

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ

Ｖ
シ
ス
テ
ム
）
を
無
償
で
設
置

し
、
企
業
は
自
家
消
費
分
の
電

気
料
金
を
事
業
者
に
支
払
う
仕

組
み
。
先
行
す
る
欧
米
で
は
導

入
が
拡
大
し
て
い
る
。

企
業
は
初
期
投
資
を
か
け
ず

に
太
陽
光
電
力
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
電
力
の
不
足
分

は
こ
れ
ま
で
通
り
の
契
約
に
従

っ
て
電
力
会
社
か
ら
購
入
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
長
期
間
で
み

た
場
合
に
電
気
料
金
の
削
減
効

果
が
期
待
で
き
る
。

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
自
家
消

費
分
の
電
気
料
金
が
長
期
間
据

え
置
か
れ
る
こ
と
。
Ｑ
セ
ル
ズ

は
２０
年
間
に
わ
た
り
固
定
価
格

で
太
陽
光
電
力
を
供
給
す
る
。

電
力
使
用
量
や
設
置
環
境
（
日

照
条
件
等
）
、
電
力
会
社
と
の

契
約
内
容
に
も
よ
る
が
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
て
還
元
す
る

た
め
、
一
般
的
な
電
気
料
金
の

平
均
単
価
よ
り
低
く
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

冷
凍
冷
蔵
設
備

と
相
性
が
良
い

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
は
使
用
電
力

の
一
部
を
太
陽
光
電
力
に
置
き

換
え
る
た
め
、
工
場
全
体
の
電

気
料
金
を
大
幅
に
減
額
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
近
年
は
電
気

料
金
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
導

入
メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
く
な
い
。

実
際
、
産
業
向
け
電
気
料
金

の
平
均
単
価
は
、
２
０
１
９
年

度
に
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
１７
円
と

東
日
本
大
震
災
前
か
ら
約
２５
％

上
が
っ
て
い
る
。
再
エ
ネ
発
電

容
量
を
増
や
す
た
め
、
そ
の
費

用
負
担
を
国
内
で
分
か
ち
合
う

「
再
エ
ネ
賦
課
金
」
も
２
０
２

１
年
度
は
１
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
３

・
３６
円
と
、
こ
の
９
年
間
で
１５

倍
に
ふ
く
ら
ん
で
お
り
、
企
業

を
取
り
巻
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
推
進

部
の
安
田
次
男
営
業

担
当
課
長
は
「
た
と

え
ば
電
力
会
社
と
１

ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
１５
円

で
契
約
し
て
い
る
企

業
の
場
合
、
３
・
３６

円
の
賦
課
金
が
上
乗

せ
さ
れ
て
１
ｋ
Ｗ
ｈ

あ
た
り
１８
・
３６
円
に

な
る
。
そ
れ
に
対
し

て
当
社
は
環
境
省
の

補
助
金
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
対
象
施
設

の
条
件
に
よ
っ
て
は

１０
～
１４
円
で
供
給
で

き
る
。
自
家
消
費
分
の
太
陽
光

電
力
に
賦
課
金
は
か
か
ら
な

い
。
補
助
金
を
活
用
す
れ
ば
、

さ
ら
に
割
安
な
電
力
を
供
給
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と
語

る
。特

に
土
日
も
電
力
負
荷
が
高

い
冷
凍
冷
蔵
設
備
を
持
つ
工
場

や
倉
庫
と
相
性
が
良
い
。
同
社

が
提
案
先
の
冷
凍
倉
庫
で
試
算

し
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
電
気
料

金
の
８
・
５
％
削
減
が
見
込
め

た
。
電
気
料
金
は
基
本
料
金
と

電
力
量
料
金
で
構
成
さ
れ
る
。

「
電
力
量
料
金
に
限
れ
ば
１３
％

削
減
が
可
能
に
な
っ
た
」
（
安

田
課
長
）
と
い
う
。

契
約
満
了
時

に
無
償
譲
渡

こ
れ
ま
で
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
自
社
で
購
入
し
、
電

力
会
社
に
売
電
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ

（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
の
仕

組
み
が
う
ま
く
回
っ
て
い
た

が
、
買
取
り
価
格
が
下
が
り
続

け
た
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
が
小
さ

く
な
り
、
自
家
発
電
・
自
家
消

費
に
注
目
が
集
ま
る
。

た
だ
、
自
社
で
新
規
に
購
入

す
る
と
自
家
消
費
分
は
当
初
か

ら
ゼ
ロ
円
に
な
る
一
方
、
初
期

投
資
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、
管

理
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
想
定
以
上

の
費
用
と
人
員
が
発
生
し
、
投

資
回
収
に
１０
年
以
上
か
か
る
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

同
社
は
設
置
費
用
を
負
担
す

る
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
補
助
金
申
請
の
手
続
き
も

引
き
受
け
る
。
２０
年
間
の
契
約

満
了
後
は
設
備
を
無
償
譲
渡
す

る
た
め
、
そ
の
後
の
自
家
消
費

分
は
無
料
に
な
る
。

同
社
の
試
算
に
よ
る
と
、
発

電
力
３
０
０
ｋ
Ｗ
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
自
社
で
購
入

し
た
場
合
の
投
資
回
収
期
間
は

１４
年
間
に
上
っ
た
。
２０
年
目
の

事
業
収
支
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を

導
入
し
た
場
合
と
変
わ
ら
ず
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
に
加
え
て
補
助

金
を
活
用
し
た
場
合
に
比
べ
る

と
約
１
・
５
倍
の
開
き
が
あ
っ

た
。太

陽
光
発
電
を
早
く
か
ら
導

入
し
て
い
る
企
業
の
中
に
は
設

備
が
寿
命
を
迎
え
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
、
「
リ
プ
レ
イ
ス
需

要
に
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

を
提
案
し
た
い
」（
安
田
課
長
）

と
し
て
い
る
。

脱
炭
素
化
の

要
請
強
ま
る

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
は
経
済
効
果

だ
け
で
な
く
、
脱
炭
素
経
営
推

進
の
一
助
に
な
る
。
省
エ
ネ
法

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
指
定
管
理
工
場

に
該
当
す
る
企
業
は
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
な
ど
の
目
標
計
画
を

毎
年
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、

高
効
率
機
器
へ
の
切
り
替
え
な

ど
設
備
投
資
の
負
担
が
重
く
の

し
か
か
る
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
な

ら
設
備
投
資
を
行
わ
ず
に
削
減

で
き
る
。

国
際
的
に
脱
炭
素
化
を
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
進
め
る

動
き
も
あ
る
。
事
業
活
動
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％

再
エ
ネ
に
切
り
替
え
る
こ
と
を

め
ざ
す
世
界
的
な
枠
組
み
の

「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」
に
参
加
す
る

日
本
企
業
が
増
え
て
お
り
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
を
取
引
先
に
も
要
請

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
環
境
省
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
に
応
じ
て
課
税
す
る

「
炭
素
税
」
の
導
入
に
向
け
て

動
き
出
し
て
お
り
、
使
用
電
力

を
再
エ
ネ
で
賄
う
流
れ
は
一
層

強
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

導
入
先
の
１
つ
で
、
食
品
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
製
造
販
売
を
手
が

け
る
千
代
田
グ
ラ
ビ
ヤ
（
東
京

都
品
川
区
）
は
工
場
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
年
間
１
４
０
�
削
減

で
き
る
見
込
み
。

佐
藤
裕
芳
社
長
は
「
環
境
規

制
は
今
後
も
強
ま
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
企
業
に
は
投
資
の
優
先

順
位
が
あ
る
。
初
期
投
資
が
か

か
ら
ず
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
は
効
果

的
」
と
語
り
、
自
社
で
構
え
る

全
工
場
に
導
入
す
る
考
え
を
示

す
。世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
品
質
で
提
供

Ｑ
セ
ル
ズ
が
提
供
す
る
ド
イ

ツ
生
ま
れ
の
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
は
生
産
能
力
、
品
質
と
も

に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
モ
ジ

ュ
ー
ル
生
産
能
力
は
累
計
１２
Ｇ

Ｗ
に
上
り
、
国
内
の
出
荷
量
は

５
・
９
Ｇ
Ｗ
の
実
績
を
持
つ
。

代
表
機
種
の「
Ｄ
Ｕ
Ｏ
‐
Ｇ
９
」

は
変
換
効
率
が
２０
％
超
で
、

大
出
力
は
３
９
０
Ｗ
と
い
ず
れ

も
高
性
能
。
同
社
が
採
用
し
て

い
る
制
御
シ
ス
テ
ム
に
は
、
太

陽
光
で
発
電
し
た
電
力
量
と
、

施
設
で
使
用
す
る
電
力
量
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
自
動
で
調
整
す

る
機
能
が
あ
り
、
自
家
消
費
で

き
る
電
力
量
を

大
化
す
る
。

こ
う
し
た
高
品
質
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、

同
社
は
国
内
の
電
気
小
売
事
業

者
に
も
供
給
し
て
い
る
。

財
務
基
盤
が
強
固
な
こ
と
も

強
み
と
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ

デ
ル
は
設
置
費
用
を
事
業
者
が

負
担
し
、
長
期
間
で
回
収
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。
先
行
投
資

が
必
要
と
な
る
た
め
、
導
入
先

を
広
げ
る
に
は
相
当
の
体
力
が

要
求
さ
れ
る
。
ハ
ン
フ
ァ

グ
ル
ー
プ
は
世
界
４０
カ
国

で
展
開
し
て
お
り
、
２
０

２
０
年
度
の
総
売
上
げ
は

５
６
６
億
ド
ル
を
超
え

る
。
米
国
経
済
誌
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
の
世
界
企
業
番
付

「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ｕ
ｎ
ｅ

Ｇ

ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
５
０
０
」
に

お
い
て
２
０
１
４
年
か
ら

７
年
連
続
で
ラ
ン
ク
イ
ン

を
果
た
し
て
い
る
。

安
田
課
長
は
「
当
社
は

自
前
の
設
備
機
器
を
使
う

た
め
、
他
社
に
比
べ
て
価

格
競
争
力
は
高
い
。
発
電

状
況
の
監
視
や
故
障
時
の

駆
け
付
け
調
査
、
製
品
交

換
・
修
理
な
ど
の
保
守
点

検
を
担
い
、
補
助
金
申
請

の
手
続
き
も
行
う
」
と
語

り
、
再
エ
ネ
調
達
の
課
題

を
総
合
的
に
解
決
で
き
る

と
強
調
す
る
。

世
界
各
国
で
脱
炭
素
化
の
動
き
が
広
が
る
中
、
日
本
政
府
は
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１

３
年
度
比
で
４６
％
削
減
す
る
目
標
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
今
後
加

速
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
国
内
は
再
エ
ネ
の
供
給
量
が
不
足
し
て
お
り
、
調
達
コ
ス
ト
が
割
高
と
い
う
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
脱
炭
素
経
営
の
推
進
は
い
か
に
コ
ス
ト
負
担
を
抑
え
て
調
達
で
き
る
か
が
カ
ギ
を
握
る
。

そ
う
し
た
中
、
太
陽
光
発
電
の
自
家
消
費
型
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
」
が
再
エ
ネ
調
達
の
切
り
札
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。

食
品
飲
料
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製

造
販
売
の
ほ
か
、
建
材
向
け
木

目
柄
シ
ー
ト
の
印
刷
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
表
面
加
飾
用
転

写
箔
な
ど
も
手
が
け
る
㈱
千
代

田
グ
ラ
ビ
ヤ（
東
京
都
品
川
区
、

佐
藤
裕
芳
社
長
）
は
茨
城
県
潮

来
市
に
あ
る
潮
来
第
三
工
場
に

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
」を
導
入
し
、

４
月
か
ら
発
電
を
開
始
し
て
い

る
。
工
場
の
屋
根
上
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
８
４
０
枚
を
敷
設
し

た
。
設
置
面
積
は
１
５
１
２
平

方
�
。

大
出
力
は
約
３
０
０

ｋ
Ｗ
。
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
は
１８
台
（

大
出
力
約
１

８
０
ｋ
Ｗ
）
を
設
置
し
た
。

工
場
の
年
間
電
力
需
要
５
２

０
万
ｋ
Ｗ
ｈ
に
対
し
、
太
陽
光

電
力
で
賄
う
自
給
率
は
６
％
を

超
え
る
。

電
気
料
金
は
電
力
需
要
の
ピ

ー
ク
時
や
夏
期
の
昼
間
、
夜
間

な
ど
に
よ
っ
て
単
価
が
変
わ
る

が
、
単
価
が
高
い
時
間
帯
の
一

部
を
太
陽
光
電
力
に
置
き
換
え

る
こ
と
で
大
き
な
コ
ス
ト
メ
リ

ッ
ト
が
期
待
で
き
る
。
同
社
の

場
合
、
年
間
で
３
・
５
％
の
コ

ス
ト
削
減
効
果
が
見
込
め
る
と

い
う
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
効
果

も
大
き
い
。
４
月
は
約
１３
�
、

連
休
が
あ
っ
た
５
月
は
１１
・
６

�
と
な
り
、
稼
働
か
ら
２
カ
月

半
で
約
３３
�
を
削
減
し
た
。
年

間
の
削
減
目
標
は
１
４
０
・
６

�
に
上
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制

定
で
設
置
可
能
に

脱
炭
素
化
を
経
営
戦
略
の
重

要
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
佐
藤
社

長
は
「
太
陽
光
発
電
に
は
以
前

か
ら
関
心
が
あ
っ
た
」と
語
る
。

だ
が
、
消
防
法
の
保
安
規
制
で

有
機
溶
剤
を
使
用
す
る
工
場
は

防
爆
対
応
の
た
め
屋
根
上
へ
の

構
造
物
設
置
に
は
制
約
が
あ

り
、
ま
た
、
屋
根
上
に
多
数
取

り
付
け
て
あ
る
避
雷
針
と
の
干

渉
の
問
題
も
あ
っ
て
、
パ
ネ
ル

の
敷
設
は
事
実
上
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
５
年
に

「
危
険
物
施
設
に
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
す
る
場
合
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
が
出
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
パ

ネ
ル
の
敷
設

が
可
能
に
な

っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を

Ｑ
セ
ル
ズ
か

ら
聞
い
た
佐
藤
社
長
は
Ｐ
Ｐ
Ａ

モ
デ
ル
の
導
入
を
検
討
。

「
初
期
投
資
が
不
要
な
う
え
、

コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
な

ど
提
案
条
件
が
申
し
分
な
く
、

導
入
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
内
容
だ

っ
た
」
と
し
て
導
入
に
踏
み
切

っ
た
。
補
助
金
申
請
が
通
っ
た

こ
と
も
決
め
手
に
な
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
有
効

千
代
田
グ
ラ
ビ
ヤ
は
潮
来
第

二
工
場
（
茨
城
県
潮
来
市
）
に

天
然
ガ
ス
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

な
ど
早
く
か
ら
環
境
対
応
を
進

め
て
き
た
が
、
こ
れ
は
「
分
散

型
発
電
」
に
よ
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
の
一
面
も
あ
る
と
い
う
。

国
内
で
は
近
年
、
地
震
や
台

風
、
大
雪
な
ど
の
自
然
災
害
が

原
因
の
大
規
模
停
電
が
頻
発
し

て
い
る
。
今
回
の
太
陽
光
発
電

も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

対
策
を
強
化
す
る
ね
ら
い
が
あ

る
。同

社
は
潮
来
第
三
工
場
に
続

き
、
こ
の
ほ
ど
潮
来
第
一
工
場

（
同
市
）
に
導
入
す
る
準
備
に

入
っ
た
。
潮
来
第
一
工
場
の
自

給
率
は
１５
・
５
％
に
な
り
、
年

間
で
５
・
５
％
の
コ
ス
ト
削
減

効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
Ｃ
Ｏ

２
削
減
も
潮
来
第
三
工
場
よ
り

上
積
み
で
き
そ
う
。
発
電
開
始

は
２
０
２
２
年
１
月
を
予
定
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、
潮
来
第
二
工
場
や

草
加
工
場
（
埼
玉
県
草
加
市
）

に
も
導
入
を
広
げ
る
計
画
が
あ

る
。佐

藤
社
長
は
「
環
境
対
策
の

必
要
性
は
わ
か
っ
て
い
て
も
企

業
に
は
投
資
の
優
先
順
位
が
あ

る
。
そ
の
点
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

は
資
金
調
達
の
必
要
が
な
い
。

環
境
対
策
が
で
き
る
う
え
コ
ス

ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
、
洗
練

さ
れ
た
良
い
仕
組
み
。
導
入
効

果
に
つ
い
て
は
当
社
が
実
証
し

て
い
る
」
と
語
る
。

Ｑ
セ
ル
ズ
は
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
」
の

無
料
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
企
業
の
希
望

日
時
に
合
わ
せ
て
個
別
開
催
し
て
い

る
。
国
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
の
仕
組
み
を
解
説
す
る
。

同
社
は
補
助
金
採
択
率
１
０
０
％
を
誇

る
。セ

ミ
ナ
ー
の
対
象
は
①
太
陽
光
発
電

設
備
に
導
入
費
用
を
か
け
た
く
な
い
②

原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し
た
い

③
設
備
の
管
理
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
人

員
や
コ
ス
ト
を
か
け
た
く
な
い
④
補
助

金
や
電
力
会
社
へ
の
申
請
業
務
が
面
倒

⑤
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
対
策
に
興
味
が
あ
る
�
�
な
ど
の

課
題
を
抱
え
る
企
業
。
業
種
は
問
わ
な

い
。参

加
特
典
と
し
て
「
電
気
料
金
削
減

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
無
料
で
作
成

す
る
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
む
。

冷
凍
食
品
工
場
の
再
エ
ネ
調
達
支
援
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初
期
投
資
不
要
、補
助
金
活
用
で
低
コ
ス
ト
実
現

太
陽
光
発
電「
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
」を
提
案

Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
の
ス
キ
ー
ム
、
企

業
は
初
期
投
資
な
し
で
太
陽
光
電

力
を
利
用
で
き
る

冷 食 タ イ ム ス

千代田グラビヤ

電
力
自
給
率
６
％
超
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
大
幅
削
減

発電設備を無償で設置

佐
藤
社
長「
洗
練
さ
れ
た
良
い
仕
組
み
」

導
入
事
例

ＰＰＡモデルの施工例、千代田グラビヤの潮来第三工場

佐藤社長

モデル別導入効果の比較表

��������
���� （第三種郵便物認可）

工
場
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
画

面
、
発
電
量
や
消
費
量
を
見
え

る
化
す
る
こ
と
で
従
業
員
の
環

境
意
識
が
高
ま
っ
た
と
い
う

補
助
金
採
択
率
１
０
０
％

無
料
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催




